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初
期
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
研
究
の
動
向 

 

―A
lessa

n
d

ro
 C

o
lizzi

の
博
士
論
文
を
中
心
に

― 

太
田 

岳
人 

  

一 

初
期
ム
ナ
ー
リ
研
究
の
現
状 

  

ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
（
一
九
〇
七
―
一
九
九
八
）
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
に
お

い
て
、
抽
象
芸
術
、
書
籍
や
工
業
製
品
の
デ
ザ
イ
ン
、
絵
本
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
で
広
く
活

躍
し
た
、
イ
タ
リ
ア
出
身
の
芸
術
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
日
本
に
お
い
て
も
、
一
九

六
〇
年
の
初
来
日
以
来
、
前
衛
美
術
（
瀧
口
修
造
）、
デ
ザ
イ
ン
（
柳
宗
理
、
福
田
繁
夫
）、
音

楽
（
武
満
徹
）、
児
童
文
学
（
瀬
田
貞
二
）
な
ど
各
界
の
人
物
か
ら
、
高
い
評
価
を
受
け
て
き

た
。 近

年
、
と
り
わ
け
芸
術
家
の
生
誕
百
周
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
七
年
前
後
か
ら
、
日
本
に
お
け

る
こ
の
芸
術
家
へ
の
関
心
は
再
び
活
性
化
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
〇
八
年
に
か
け
て
、

板
橋
区
立
美
術
館
を
は
じ
め
と
す
る
三
館
で
「
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ 

あ
の
手
こ
の
手
」
の

よ
う
な
大
規
模
な
回
顧
展
が
開
か
れ

（
１
）

、『
芸
術
新
潮
』
の
よ
う
な
美
術
雑
誌
に
お
い
て
も
特
集

が
組
ま
れ
た

（
２
）

の
に
加
え
、
日
本
語
で
多
く
の
ム
ナ
ー
リ
の
著
作
の
紹
介
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
こ
と
も
大
き
い
。
萱
野
有
美
の
手
に
よ
る
み
す
ず
書
房
か
ら
の

（
３
）

、
ま
た
阿
部
雅
世
に
よ

る
平
凡
社
か
ら
の
一
連
の
翻
訳

（
４
）

は
、
成
熟
し
た
ム
ナ
ー
リ
の
創
意
と
理
論
を
伝
え
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
絵
本
の
分
野
に
お
い
て
も
彼
の
人
気
は
高
ま
っ
て
お
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の

著
作
『
ム
ナ
ー
リ
の
機
械
』
の
新
訳

（
５
）

、
さ
ら
に
は
大
戦
直
後
に
発
表
さ
れ
た
仕
掛
け
絵
本
の
紹
介

（
６
）

も
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
こ
う
し
た
近
年
の
ム
ナ
ー
リ
の
紹
介
に
際
し
て
は
、
現
代
も
生
き
続
け
る
彼
の
作

品
の
意
義
や
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
一
方
、
そ
う
し
た
彼
の
壮
大
な
想
像
力
は
ど
の

よ
う
な
経
験
や
過
程
を
経
て
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
、
言
っ
て
み
れ
ば
第

二
次
世
界
大
戦
以
前
の
「
初
期
ム
ナ
ー
リ
」
に
つ
い
て
の
考
察
が
、
し
ば
し
ば
欠
け
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る

（
７
）

。
も
ち
ろ
ん
日
本
で
も
、
ム
ナ
ー
リ
の
自
己
形
成
を
歴
史
的
に
把
握
す
る
必
要

性
に
つ
い
て
促
す
声
が
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
五
年
に

東
京
都
の
「
こ
ど
も
の
城
」
で
ム
ナ
ー
リ
本
人
を
迎
え
た
記
念
碑
的
な
展
覧
会
を
準
備
し
、
現

在
も
日
本
の
多
く
の
ム
ナ
ー
リ
展
に
携
わ
っ
て
い
る
「
日
本
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
協
会
」
の

会
長
で
あ
る
岩
崎
清
は
、
様
々
な
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
寄
せ
る
文
章
に
お
い
て
、
ム
ナ
ー
リ
が

最
初
期
に
属
し
て
い
た
未
来
派
、と
り
わ
け
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
の「
第
二
未
来
派（seco

n
d
o 

fu
tu

rism
o

）」
と
も
し
ば
し
ば
称
さ
れ
る
潮
流
、
お
よ
び
芸
術
家
が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
、
ヴ
ェ

ネ
ト
州
の
郷
里
バ
デ
ィ
ア
・
ポ
レ
ー
ジ
ネ
（B

ad
ia P

o
lesin

e

）
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
存
在
に

触
れ
て
い
る

（
８
）

。
し
か
し
岩
崎
の
記
述
は
、
一
次
史
料
を
通
じ
た
歴
史
的
か
つ
具
体
的
検
証
を
踏

ま
え
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
筆
者
と
芸
術
家
と
の
個
人
的
交
友
、
ま
た
芸
術
家
が
残
し
た
断
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片
的
な
―
―
し
ば
し
ば
韜
晦
的
で
も
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
―
―
発
言
に
基
づ
い
た
、
簡
単
な

示
唆
の
域
に
な
お
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
状
況
は
、
二
つ
の
大
戦
間
期
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
の
芸
術
状
況
や
様
々
な
運
動
の

存
在
の
研
究
が
、
日
本
に
お
い
て
大
き
く
遅
れ
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
そ

れ
ゆ
え
、
現
在
の
日
本
に
お
け
る
ム
ナ
ー
リ
紹
介
は
、
彼
自
身
が
「
天
才
的
な
芸
術
家
」
と
い

う
概
念
に
否
定
的
だ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
歴
史
的
位
置
づ
け

を
欠
い
て
い
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
「
天
才
と
し
て
の
ム
ナ
ー
リ
」
像
を
再
生
産
し
て
し
ま
う

可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
。 

イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
圏
に
お
い
て
も
、
ム
ナ
ー
リ
が
美
術
史
上
の
研
究
対
象
と

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
比
較
的
最
近
で
あ
る
。
一
九
七
九
年
の
パ
ル
マ
大
学
に
お
け
る
回

顧
展
の
カ
タ
ロ
グ
（
瀧
口
修
造
の
エ
ッ
セ
イ
の
翻
訳
も
収
録
さ
れ
て
い
る
）
は
そ
の
先
駆
と
言

え
る
が
、
本
格
的
な
動
き
が
始
ま
る
の
は
、
ミ
ラ
ノ
の
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
レ
ア
ー
レ
で
回
顧
展
が

行
わ
れ
、
ア
ル
ド
・
タ
ン
キ
ス
に
よ
る
先
駆
的
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
出
版
さ
れ
た
、
一
九
八
六
年

頃
か
ら
と
考
え
ら
れ
る

（
９
）

。
ム
ナ
ー
リ
の
没
後
に
は
、
彼
に
つ
い
て
の
貴
重
な
証
言
を
集
め
た
文

集
が
出
版
さ
れ

（
１
０
）

、
未
来
派
運
動
の
発
足
百
周
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
九
年
に
出
版
さ
れ
た
研
究
論

文
集
の
中
に
も
、
形
成
期
の
ム
ナ
ー
リ
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
が
現
れ
て
い
る

（
１
１
）

。
ま
た
二
〇
一

二
年
に
は
、
ま
さ
し
く
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
の
ム
ナ
ー
リ
の
活
動
に
重
点
を
置
い
た
展
覧
会

と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
エ
ス
ト
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
「
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
：
未
来

派
の
過
去
」
が
開
か
れ
た

（
１
２
）

。
そ
し
て
す
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
、
ル
カ
・
ザ
ッ
フ
ァ
ラ

ー
ノ
ら
に
よ
っ
て
二
〇
〇
六
年
に
開
設
さ
れ
た
サ
イ
ト
「M

u
n
A

rt

」
が
研
究
者
間
の
情
報
共
有

を
進
め
て
お
り
、
上
記
の
文
献
の
一
部
や
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
同
時
代
資
料
が
無
償
公
開

さ
れ
て
い
る

（
１
３
）

。 

し
か
し
、
最
近
の
初
期
ム
ナ
ー
リ
に
関
す
る
研
究
の
中
で
論
者
が
特
筆
し
た
い
の
は
、
カ
ナ

ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
大
学
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
校
の
教
授
で
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
と
デ
ザ
イ
ン
史
を
専

門
と
し
て
い
る
、
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
コ
リ
ッ
ツ
ィ
の
博
士
論
文
『
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
と

近
代
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
の
発
明
、
一
九
二
八
―
一
九
四
五
年
』
で
あ
る
。
二
〇
一
一

年
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
受
理
さ
れ
た
こ
の
博
士
論
文
は
、
同
大
学
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
よ
り
本
文
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
お
り

（
１
４
）

、
二
〇
〇
点
を
超
え
る
参
考
図
版
の

部
分
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
（
著
作
権
の
問
題
と
考
え
ら
れ
る
）
も
の
の
、
登
場
す
る
人
物
や

事
項
に
つ
い
て
は
綿
密
な
注
釈
が
施
さ
れ
て
お
り
、
若
き
ム
ナ
ー
リ
の
軌
跡
に
着
目
し
た
大
部

の
研
究
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
に
例
が
な
い
。
ア
ク
セ
ス
の
し
や
す
さ
と
英
語
に
よ
る
記
述
と
い

っ
た
点
か
ら
も
、
国
際
的
に
一
つ
の
参
照
軸
と
な
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
論
者
は
、
未

来
派
研
究
の
観
点
か
ら
ム
ナ
ー
リ
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
本
論
考
で
は
コ
リ
ッ
ツ

ィ
の
こ
の
博
士
論
文
の
内
容
を
追
い
な
が
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ム
ナ
ー
リ
の
活
躍
を
用

意
し
た
彼
の
芸
術
の
形
成
期
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
か
に
つ
い
て
考
察

す
る
も
の
で
あ
る
。 

  

二 

コ
リ
ッ
ツ
ィ
論
文
の
概
略 

 

コ
リ
ッ
ツ
ィ
の
博
士
論
文
は
、
導
入
と
全
六
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
章
「
イ
タ

リ
ア
で
最
も
機
械
的
な
都
市
」
で
は
、
芸
術
お
よ
び
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
に
入
る
前
の
ム
ナ
ー
リ

の
生
活
、
ま
た
彼
を
取
り
巻
い
て
い
た
社
会
環
境
を
考
察
す
る
た
め
、
バ
デ
ィ
ア
・
ポ
レ
ー
ジ

ネ
に
お
け
る
幼
少
期
、
ま
た
成
人
し
た
彼
が
拠
点
と
す
る
ミ
ラ
ノ
の
状
況
、
さ
ら
に
世
紀
転
換
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期
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
到
る
ま
で
の
イ
タ
リ
ア
の
教
育
制
度
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。 

第
二
章
「
私
は
デ
ペ
ロ
＋
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
か
ら
生
ま
れ
た
」
は
、
同
世
代
の
未
来
派
の
画
家

で
あ
っ
た
ト
ゥ
リ
オ
・
ク
ラ
ー
リ

（
１
５
）

（
一
九
一
〇
―
二
〇
〇
〇
）
に
ム
ナ
ー
リ
が
送
っ
た
手
紙
の

一
節
か
ら
タ
イ
ト
ル
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
章
で
は
、
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
ム
ナ
ー
リ
が
最

初
に
前
衛
的
芸
術
に
触
れ
る
場
と
な
っ
た
、
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ト
ン
マ
ー
ゾ
・
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
（
一

八
七
六
―
一
九
四
四
）
率
い
る
未
来
派
運
動
の
領
域
に
お
け
る
、
彼
の
一
九
二
七
年
ご
ろ
か
ら

三
七
年
ご
ろ
に
か
け
て
の
約
一
〇
年
間
に
わ
た
る
活
動
が
検
討
さ
れ
る
。 

続
く
第
三
章
「
未
来
派
、
広
告
業
、
合
理
主
義
」
で
は
、
ミ
ラ
ノ
と
い
う
都
市
全
体
の
芸
術

環
境
へ
と
視
点
が
広
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
二
八
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
ド
ム
ス
』
や
『
カ
ー
ザ

ベ
ッ
ラ
』
と
い
っ
た
先
鋭
的
な
芸
術
雑
誌
を
中
心
に
集
結
す
る
合
理
主
義
建
築
家
グ
ル
ー
プ
、

ま
た
ミ
リ
オ
ー
ネ
画
廊
を
拠
点
と
す
る
抽
象
画
家
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
た
、
未
来
派
と
は
異
な
る

モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
潮
流
と
ム
ナ
ー
リ
の
関
わ
り
が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
芸
術
家
た
ち

の
重
要
な
仕
事
の
場
所
と
し
て
、
様
々
な
芸
術
潮
流
の
緩
や
か
な
拠
点
と
な
っ
て
い
た
、
広
告

お
よ
び
デ
ザ
イ
ン
の
ス
タ
ジ
オ
、
ま
た
彼
ら
の
仕
事
を
必
要
と
し
た
各
種
雑
誌
に
つ
い
て
広
範

な
検
討
を
加
え
て
い
る
。 

第
四
章
「
リ
カ
ス
＋
ム
ナ
ー
リ
」
は
前
章
の
議
論
を
発
展
さ
せ
つ
つ
、
一
九
三
〇
年
か
ら
三

七
年
に
か
け
て
、
ム
ナ
ー
リ
が
未
来
派
運
動
の
仲
間
で
も
あ
っ
た
リ
ッ
カ
ル
ド
・
リ
カ
ス
（
一

九
一
二
―
一
九
九
九
）
と
共
同
で
運
営
し
て
い
た
、
広
告
ス
タ
ジ
オ
《
ス
タ
ジ
オ
Ｒ
＋
Ｍ
》
の

活
動
を
通
し
て
、
同
時
代
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
雑
誌
の
デ
ザ
イ
ン
や
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
分

野
に
、
ど
の
よ
う
に
芸
術
家
が
関
わ
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
の
議
論
を
さ
ら
に
深
め
て
い
る
。 

第
五
章
「
戦
時
下
の
ア
ー
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
は
、
当
時
す
で
に
イ
タ
リ
ア
最
大
の
出
版

社
の
一
つ
で
あ
っ
た
モ
ン
ダ
ド
ー
リ
出
版
に
、
ア
メ
リ
カ
の
『
ラ
イ
フ
』
に
想
を
得
て
発
刊
さ

れ
た
グ
ラ
フ
雑
誌
『
テ
ン
ポ
』
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
の
担
当
者
と
し
て
、
ム
ナ
ー
リ

が
採
用
さ
れ
た
一
九
三
九
年
以
降
の
時
期
を
扱
う
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
参
戦
、
ム
ッ

ソ
リ
ー
ニ
の
失
脚
、
イ
タ
リ
ア
北
部
へ
の
ド
イ
ツ
軍
侵
入
と
パ
ル
チ
ザ
ン
戦
争
の
展
開
と
い
っ

た
困
難
な
事
態
が
続
く
中
で
、
ム
ナ
ー
リ
は
『
テ
ン
ポ
』
な
ど
雑
誌
の
仕
事
の
み
な
ら
ず
、
ド

ム
ス
出
版
や
エ
イ
ナ
ウ
デ
ィ
出
版
と
い
っ
た
複
数
の
出
版
社
か
ら
自
身
の
著
作
を
発
表
し
て

お
り
、
こ
の
時
期
の
芸
術
家
の
活
動
が
そ
れ
ま
で
の
経
験
の
集
大
成
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
彼
の
飛
躍
を
予
告
す
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。 

最
後
の
第
六
章
で
は
全
体
の
総
括
と
と
も
に
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
へ
続
く
、
ム

ナ
ー
リ
と
ミ
ラ
ノ
の
芸
術
お
よ
び
デ
ザ
イ
ン
界
の
歩
み
へ
の
展
望
が
簡
潔
に
語
ら
れ
る
。 

  

三 

史
料
の
問
題 

 

 

初
期
ム
ナ
ー
リ
の
活
動
の
歴
史
的
な
再
構
成
を
困
難
に
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
に
は
、
こ
の

時
期
の
彼
に
つ
い
て
の
資
料
の
所
蔵
が
非
常
に
分
散
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
集
成
し
た
書
簡
集

や
資
料
集
も
現
在
の
と
こ
ろ
存
在
し
な
い
こ
と
が
大
き
い
。
ま
ず
コ
リ
ッ
ツ
ィ
の
論
文
は
、

数
々
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
一
次
史
料
に
直
接
あ
た
る
こ
と
で
、
後
年
の
ム
ナ
ー
リ
の
発
言
と
照
合

し
つ
つ
確
実
か
つ
大
規
模
に
論
証
を
試
み
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ッ
シ
モ
＆
ソ
ニ
ア
・

チ
ル
ッ
リ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
、
生
前
の
ム
ナ
ー
リ
と
親
交
の
あ
っ
た
研
究
者
（
ミ
ロ
ス
ラ
ヴ

ァ
・
ハ
ジ
ェ
ク
な
ど
）
が
所
蔵
す
る
、
若
き
日
の
ム
ナ
ー
リ
に
よ
る
広
告
の
た
め
の
コ
ラ
ー
ジ

ュ
習
作
や
雑
誌
の
た
め
の
イ
ラ
ス
ト
の
原
画
の
一
部
、
ミ
ラ
ノ
の
ア
ル
ノ
ル
ド
・
エ
・
ア
ル
ベ

ル
ト
・
モ
ン
ダ
ド
ー
リ
財
団
（F

on
d
azio

n
e A

rn
o
ld

o
 e A

lb
erto

 M
o
nd

ad
o
ri

）
や
ト
リ
ノ
国
立
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文
書
館
の
エ
イ
ナ
ウ
デ
ィ
出
版
ア
ー
カ
イ
ヴ
（A

rch
iv

io
 G

iu
lio

 E
in

au
d
i E

d
ito

re

）
に
あ
る
、

第
二
次
世
界
大
戦
下
に
交
わ
さ
れ
た
ム
ナ
ー
リ
と
出
版
社
と
の
手
紙
、
そ
し
て
ト
レ
ン
ト
・
ロ

ヴ
ェ
レ
ー
ト
近
現
代
美
術
館
に
付
属
す
る
二
〇
世
紀
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
複
数
の
文
庫
に
収
め
ら

れ
て
い
る
、
未
来
派
の
仲
間
へ
の
ム
ナ
ー
リ
の
手
紙
と
い
っ
た
、
現
在
所
在
が
分
か
っ
て
い
る

一
次
史
料
に
つ
い
て
、
こ
の
博
士
論
文
で
は
最
大
限
の
博
捜
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

合
わ
せ
て
コ
リ
ッ
ツ
ィ
は
、
同
時
代
の
雑
誌
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
ム

ナ
ー
リ
が
制
作
し
て
い
る
も
の
の
、
元
の
図
版
や
関
連
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
イ
ラ
ス
ト
、
コ

ラ
ー
ジ
ュ
お
よ
び
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や
彼
自
身
の
文
章
に
つ
い
て
逐
一
検

討
し
て
い
る
。
前
述
の
通
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
論
文
に
図
版
は
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
そ
の
丁
寧
な
記
述
に
よ
っ
て
、
雑
誌
文
化
が
若
き
ム
ナ
ー
リ
の
成
長
に

大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ム
ナ
ー
リ
が
そ
の
生
涯
の
う
ち
、
何

ら
か
の
形
で
制
作
に
参
加
し
た
「
書
籍
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
マ
ッ
フ
ェ
イ

に
よ
る
書
誌
学
的
調
査
が
日
本
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
初
期
ム
ナ
ー
リ
の
関
わ
っ
て
い
た

「
雑
誌
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
強
調
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
で
も
『
生
誕
一
〇
〇
周

年
記
念 

ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
展 

あ
の
手
こ
の
手
』
の
カ
タ
ロ
グ
に
多
少
の
解
説
が
あ
る

く
ら
い
で
あ
る

（
１
６
）

。
文
芸
に
お
け
る
『
ボ
ン
ピ
ア
ー
ニ
年
鑑
』
や
『
レ
ッ
ト
ゥ
ー
ラ
』、
一
般
誌

『
ナ
ト
ゥ
ー
ラ
』、
女
性
誌
『
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
フ
ィ
ル
ミ
』
や
『
グ
ラ
ー
ツ
ィ
ア
』、
漫
画
・
ユ

ー
モ
ア
誌
の
『
セ
ッ
テ
ベ
ッ
ロ
』
や
『
ベ
ル
ト
ル
ド
』、
さ
ら
に
航
空
雑
誌
『
ア
ー
ラ
・
デ
ィ

タ
ー
リ
ア
』
と
い
っ
た
雑
誌
群
は
、
い
ず
れ
も
二
つ
の
大
戦
間
期
に
お
け
る
各
分
野
を
代
表
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
彼
の
活
動
拠
点
で
あ
っ
た
ミ
ラ
ノ
か
ら
発
刊
さ
れ
て
い
た

（
１
７
）

。

当
時
の
ム
ナ
ー
リ
は
、「M

u
n
ari

」「
Ｍ
」、
ま
た
は
「
Ｒ
＋
Ｍ
」（
リ
カ
ス
と
の
共
作
の
場
合
）」

と
い
っ
た
署
名
を
自
身
の
創
作
に
付
し
て
い
る
が
、
コ
リ
ッ
ツ
ィ
は
無
署
名
の
記
事
や
図
像
の

一
部
に
対
し
て
も
作
者
の
同
定
を
試
み
て
い
る
。 

   

四 

様
々
な
芸
術
潮
流
、
ミ
ラ
ノ
と
い
う
場
の
影
響 

 

一
九
八
一
年
に
行
わ
れ
た
、
大
戦
間
期
の
イ
タ
リ
ア
の
出
版
業
に
つ
い
て
の
あ
る
学
術
会
議

の
席
で
、
ム
ナ
ー
リ
は
若
き
日
の
自
分
が
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
世
界
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
理

由
に
つ
い
て
、
最
初
は
未
来
派
の
画
家
を
目
指
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
は
当
時
「
完
全
に
何

も
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
も
の
」
で
あ
っ
た
た
め
、
現
実
に
は
「
応
用
芸
術
」

で
生
計
を
立
て
て
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る

（
１
８
）

。
実
際
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
未
来
派
で
台
頭

す
る
多
く
の
芸
術
家
の
多
く
は
、
ム
ナ
ー
リ
の
よ
う
に
応
用
芸
術
の
分
野
で
も
活
躍
し
て
い
る

が
、
こ
う
し
た
方
向
性
は
初
期
の
未
来
派
運
動
に
お
け
る
代
表
的
な
造
形
芸
術
家
で
あ
っ
た
ウ

ン
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
（
一
八
八
二
―
一
九
一
六
）
の
志
向
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
、
コ
リ
ッ
ツ
ィ
は
正
し
く
指
摘
し
て
い
る
。
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
は
、
雑
誌
の
表
紙
イ
ラ
ス
ト

や
ポ
ス
タ
ー
を
し
ば
し
ば
手
が
け
て
い
た
が
、
本
質
的
に
は
絵
画
や
彫
刻
と
い
っ
た
「
純
粋
芸

術
」
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
成
功
を
目
指
し
て
い
た

（
１
９
）

。 

こ
れ
に
対
し
て
、
彼
の
戦
没
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
台
頭
し
た
世
代
の
未
来
派
に
は
、

酒
造
で
知
ら
れ
る
カ
ン
パ
リ
社
の
製
品
の
、
一
連
の
広
告
や
商
品
デ
ザ
イ
ン
を
一
九
二
〇
年
代

よ
り
手
掛
け
た
、
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
・
デ
ペ
ロ
（
一
八
九
二
―
一
九
六
〇
）
の
よ
う
な
芸
術

家
が
、
そ
の
重
要
な
成
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た

（
２
０
）

。
未
来
派
の
「
自
由
語
詩
」
や
先
鋭
的
な
造

形
表
現
は
、
イ
タ
リ
ア
一
の
商
業
都
市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
た
ミ
ラ
ノ
に
お
い
て
、
広
告

技
術
の
発
展
と
も
結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
ム
ナ
ー
リ
が
参
加
し
始
め
る
前
後
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の
ミ
ラ
ノ
の
未
来
派
に
お
い
て
も
、
詩
人
・
画
家
で
あ
り
飛
行
士
と
し
て
も
知
ら
れ
た
フ
ェ
デ

ー
レ
・
ア
ザ
ー
リ
（
一
八
九
六
―
一
九
三
〇
）
が
、
カ
ン
パ
リ
社
や
舗
装
業
で
知
ら
れ
た
リ
ノ

リ
ウ
ム
社
の
よ
う
な
、
新
し
い
宣
伝
や
デ
ザ
イ
ン
を
必
要
と
し
て
い
た
会
社
に
運
動
の
仲
間
を

仲
介
し
て
い
た

（
２
１
）

。
一
九
二
七
年
か
ら
三
二
年
ま
で
出
版
さ
れ
た
、
カ
ン
パ
リ
社
が
様
々
な
書
き

手
に
依
頼
し
た
自
社
製
品
の
宣
伝
を
兼
ね
た
詩
を
集
成
し
た
『
カ
ン
パ
リ
の
吟
遊
詩
人
た
ち
（Il 

can
tasto

rie d
i C

am
p
ari

）』
の
三
二
年
度
版
に
、
ム
ナ
ー
リ
も
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加

し
て
い
る

（
２
２
）

。 

 

し
か
し
ム
ナ
ー
リ
は
、
そ
う
し
た
応
用
芸
術
の
領
域
で
仕
事
を
広
げ
経
験
を
積
ん
で
い
く
過

程
で
、
未
来
派
と
は
別
に
ミ
ラ
ノ
で
割
拠
し
て
い
た
、
合
理
主
義
建
築
家
た
ち
や
抽
象
画
家
た

ち
の
よ
う
な
、
別
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
潮
流
に
属
す
る
同
世
代
の
芸
術
家
た
ち
と
も
交
流
を
重
ね
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
コ
リ
ッ
ツ
ィ
は
、
ム
ナ
ー
リ
に
お
け
る
未
来
派
の
外
部
か
ら
の
影
響
が
見

て
取
れ
る
も
の
と
し
て
、
初
期
の
彼
の
仕
事
に
お
け
る
写
真
の
活
用
法
、
と
り
わ
け
フ
ォ
ト
モ

ン
タ
ー
ジ
ュ
の
問
題
を
多
く
の
紙
面
を
割
い
て
論
じ
て
い
る
。
未
来
派
は
都
市
や
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
肯
定
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
表
現
す
る
の
に
適
し
た

技
法
と
思
わ
れ
る
写
真
や
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
構
成
主
義
や
バ
ウ
ハ

ウ
ス
の
よ
う
な
他
潮
流
の
方
が
積
極
的
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ド
ー
ン
・
エ
イ
ズ

の
指
摘
も
あ
る
も
の
の

（
２
３
）

、
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
に
関
す
る
研
究
書
や
展

覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
、
ム
ナ
ー
リ
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
ま
れ
で
あ
っ
た
。 

 
 

未
来
派
に
お
い
て
写
真
が
重
視
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
初
期
の
運
動
の

中
心
で
あ
っ
た
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
が
、
応
用
芸
術
の
み
な
ら
ず
、
ア
ン
ト
ン
・
ジ
ュ
リ
オ
・
ブ
ラ

ガ
ー
リ
ア
（
一
八
九
〇
―
一
九
六
〇
）
の
「
フ
ォ
ト
デ
ィ
ナ
ミ
ズ
モ
」
論
で
提
示
さ
れ
た
、
写

真
を
芸
術
と
し
て
扱
う
議
論
に
対
し
て
も
否
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
実
際
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
に
関
す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
発
表
し
て
き
た
マ
リ
ネ

ッ
テ
ィ
が
、
タ
ー
ト
（
一
八
九
六
―
一
九
七
四
）
と
共
同
で
「
未
来
派
写
真
宣
言
」
を
提
示
す

る
の
は
一
九
三
〇
年
に
な
っ
て
の
こ
と
で
あ
る

（
２
４
）

。
コ
リ
ッ
ツ
ィ
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ィ
ニ
ー
チ
ョ
・

パ
ラ
デ
ィ
ー
ニ
（
一
九
〇
二
―
一
九
七
一
）
の
よ
う
な
数
少
な
い
芸
術
家
の
先
例
に
続
い
て
、

一
九
三
〇
年
代
の
ム
ナ
ー
リ
の
作
例
の
数
々
か
ら
は
、
依
頼
主
の
要
請
や
媒
体
の
性
格
と
、
彼

個
人
の
実
験
精
神
が
入
り
組
ん
だ
形
で
、
ロ
シ
ア
構
成
主
義
（
エ
ル
・
リ
シ
ツ
キ
ー
）、
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
（
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
）、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
（
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
バ
イ
ヤ
ー
、

ラ
ー
ス
ロ
ー
・
モ
ホ
イ
＝
ナ
ジ
）
な
ど
、
ミ
ラ
ノ
で
の
他
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
潮
流
と
の
交
流
を
通

じ
て
受
け
た
、
イ
タ
リ
ア
国
外
の
芸
術
家
の
影
響
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

（
２
５
）

。 

ミ
ラ
ノ
に
お
い
て
、
抽
象
画
家
た
ち
は
ミ
リ
オ
ー
ネ
画
廊
の
広
報
誌
『
ミ
リ
オ
ー
ネ
』
を
、

合
理
主
義
建
築
家
た
ち
は
『
カ
ー
ザ
ベ
ッ
ラ
』
や
『
ド
ム
ス
』
を
主
な
発
言
の
場
と
し
つ
つ
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
た
ち
が
雑
誌
の
枠
を
超
え
て
交
流
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
コ
リ
ッ
ツ
ィ
は
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
と
デ
ザ
イ
ン
の
研
究
者
と
し
て
、

広
告
の
専
門
誌
『
ウ
ッ
フ
ィ
ー
チ
ョ
・
モ
デ
ル
ノ
』
や
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
の
専
門

誌
『
カ
ン
ポ
・
グ
ラ
フ
ィ
コ
』
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
革
新
を
目
指
す
中
で
、
異
な
っ

た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
諸
潮
流
に
属
す
る
人
々
の
交
流
と
議
論
の
場
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
強
調
し

て
い
る

（
２
６
）

。
キ
ャ
リ
ア
の
最
初
か
ら
広
告
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
職
業
的
訓
練
を
受
け
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
ム
ナ
ー
リ
は
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
に
お
け
る
理
論
上
の
討
議
に
参
加
す
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
も
の
の
、
実
作
を
通
じ
て
こ
う
し
た
雑
誌
に
も
登
場
す
る
。
コ
リ
ッ
ツ
ィ
は
特

に
、『
カ
ン
ポ
・
グ
ラ
フ
ィ
コ
』
が
創
刊
さ
れ
た
一
九
三
三
年
を
、
ミ
ラ
ノ
の
応
用
芸
術
の
世

界
に
と
っ
て
の
決
定
的
な
年
と
し
て
重
視
し
て
お
り
、
第
五
回
ミ
ラ
ノ
・
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
に

お
け
る
ド
イ
ツ
工
作
連
盟
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
作
品
の
紹
介
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
学
ん
だ
デ
ザ
イ
ナ
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ー
で
あ
る
シ
ャ
ン
テ
ィ
・
シ
ャ
ウ
ィ
ン
ス
キ
ー
（
一
九
〇
四
―
一
九
七
九
）
の
ミ
ラ
ノ
移
住
、

フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
を
駆
使
し
た
斬
新
な
広
告
業
者
と
し
て
頭
角
を
現
し
た
ア
ン
ト

ニ
オ
・
ボ
ッ
ジ
ェ
ー
リ
（
一
九
〇
〇
―
一
九
八
九
）
の
ス
タ
ジ
オ
開
設
、
ま
た
合
理
主
義
建
築

を
擁
護
す
る
批
評
家
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ペ
ル
シ
コ
（
一
九
〇
〇
―
一
九
三
六
）
と
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・

パ
ガ
ー
ノ
（
一
八
九
六
―
一
九
四
五
）
の
『
カ
ー
ザ
ベ
ッ
ラ
』
誌
へ
の
参
加
と
い
っ
た
一
連
の

出
来
事
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
が
ム
ナ
ー
リ
の
仕
事
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
未
来
派
の
枠
を
超
え
た

活
動
へ
と
導
い
た
と
主
張
し
て
い
る

（
２
７
）

。 

 

近
年
徐
々
に
進
ん
で
い
る
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
芸
術
運
動
の
研
究
に
お
い
て
は
、

多
く
の
場
合
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
美
術
行
政
の
特
異
性
に
注
目
が
集
ま
る
こ
と
が
多
い
。
政
府

機
関
や
関
連
組
織
に
よ
る
積
極
的
な
作
品
の
買
い
上
げ
、
公
的
コ
ン
ク
ー
ル
の
主
催
、
一
九
三

〇
年
代
に
進
め
ら
れ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
拡
充
や
ロ
ー
マ
・
ク
ワ
ド
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
の
新
設
と
い
っ
た
、
美
術
に
関
す
る
公
的
セ
ク
タ
ー
の
拡
大
を
通
じ
た
芸
術
家
へ
の
顕

著
な
支
援
策
は
、
芸
術
家
の
側
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
へ
の
「
同
意
」
を
調
達
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
っ
た

（
２
８
）

。
こ
の
時
代
の
公
的
展
覧
会
の
審
査
員
を
い
く
た
び
も
務
め
た
、
ノ
ヴ
ェ
チ
ェ

ン
ト
派
の
代
表
的
画
家
で
あ
る
マ
リ
オ
・
シ
ロ
ー
ニ
（
一
八
八
五
―
一
九
六
一
）
だ
け
で
な
く
、

未
来
派
の
指
導
的
な
画
家
た
ち
も
ま
た
、
芸
術
家
の
側
か
ら
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
」
に
ふ
さ

わ
し
い
公
共
芸
術
の
必
要
性
を
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
コ
リ
ッ
ツ
ィ
の
博
士
論

文
は
、
ム
ナ
ー
リ
の
事
例
を
通
し
て
、
ミ
ラ
ノ
と
い
う
イ
タ
リ
ア
で
最
も
商
業
的
に
隆
盛
し
て

い
た
都
市
の
、
出
版
・
広
告
・
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た
分
野
の
発
展
の
中
で
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力

の
浸
透
と
は
一
定
の
距
離
を
置
い
た
私
的
セ
ク
タ
ー
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
コ
リ
ッ
ツ
ィ
は
、

後
年
の
芸
術
家
自
身
の
暗
示
と
異
な
り
、
当
時
の
ム
ナ
ー
リ
が
明
白
な
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の

意
識
を
持
っ
て
い
た
と
は
必
ず
し
も
見
な
し
て
い
な
い
が

（
２
９
）

、
彼
の
事
例
は
こ
の
時
代
の
若
手
芸

術
家
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
を
捉
え
て
い
る
と
言
え
る
。 

   

五 

今
後
の
課
題 

  

以
上
の
よ
う
に
、
コ
リ
ッ
ツ
ィ
の
博
士
論
文
は
、
初
期
ム
ナ
ー
リ
の
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
広

が
る
活
動
に
つ
い
て
非
常
に
多
く
の
情
報
と
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
論

者
は
、
未
来
派
研
究
の
立
場
か
ら
、
な
お
解
明
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
課
題

に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

た
と
え
ば
、
ム
ナ
ー
リ
が
未
来
派
運
動
か
ら
離
れ
て
い
く
と
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
で
あ
る
。

コ
リ
ッ
ツ
ィ
の
論
文
で
は
従
来
の
説
に
従
い
、
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
の
長
編
詩
『
ミ
ル
ク
の
衣
服
の

詩
（Il po

em
a d

el v
estito

 d
i latte

）』
に
ム
ナ
ー
リ
が
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
施
し
て
出
版
さ
れ
た
一

九
三
七
年
ご
ろ
が
、
彼
が
未
来
派
運
動
の
圏
内
に
い
た
と
見
な
せ
る
限
界
と
し
て
い
る
。
し
か

し
そ
れ
は
、
彼
が
運
動
の
外
で
の
仕
事
や
人
的
交
流
を
増
や
し
て
い
っ
た
こ
と
を
著
述
す
る
こ

と
で
間
接
的
に
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
具
体
的
に
ど
う
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
て
い
っ
た
か
に

つ
い
て
は
、
資
料
の
不
足
も
手
伝
っ
て
必
ず
し
も
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。 こ

の
こ
と
は
、
ミ
ラ
ノ
の
未
来
派
グ
ル
ー
プ
の
実
情
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
一
九
三
四
年
に

ム
ナ
ー
リ
が
発
表
し
た
「
未
来
派
航
空
造
形
技
術
宣
言

（
３
０
）

」
の
共
同
署
名
者
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
・

ス
タ
ジ
オ
を
一
緒
に
運
営
し
て
い
た
リ
カ
ス
に
加
え
、
ム
ナ
ー
リ
の
同
郷
の
友
人
で
あ
り
共
同

の
仕
事
も
あ
る
ジ
ェ
リ
ン
ド
・
フ
ル
ラ
ン
（
一
九
〇
七
―
一
九
九
四
）、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
抽
象
美
術
の
重
要
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
具
体
芸
術
運
動
（M

ov
im

en
to

 A
rte C

o
n
creta

）」
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で
も
ム
ナ
ー
リ
と
同
じ
場
に
い
た
女
性
彫
刻
家
レ
ジ
ー
ナ

（
３
１
）

（
一
八
九
四
―
一
九
七
四
）、
そ
し

て
未
来
派
と
い
う
よ
り
は
漫
画
家
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
カ
ル
ロ
・
マ
ン
ゾ
ー
ニ
（
一
九
〇

九
―
一
九
七
五
）
の
名
前
が
出
て
く
る
が
、
コ
リ
ッ
ツ
ィ
は
こ
れ
ら
の
登
場
人
物
に
は
積
極
的

に
分
析
を
加
え
て
い
な
い

（
３
２
）

。
ム
ナ
ー
リ
が
「
未
来
派
か
ら
離
れ
た
」
こ
と
に
つ
い
て
言
及
す
る

場
合
に
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
代
の
「
未
来
派
の
枠
組
み
」
自
体
を
総
体
と
し
て
問
題
と
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。 

す
で
に
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
も
没
し
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
五
〇
年
、
か
つ
て
の
未
来
派

メ
ン
バ
ー
の
一
部
が
運
動
の
再
建
を
検
討
す
る
会
議
を
ミ
ラ
ノ
で
召
集
し
た
時
、
ム
ナ
ー
リ
は

そ
れ
に
集
ま
っ
た
数
少
な
い
一
人
で
あ
っ
た
。
コ
リ
ッ
ツ
ィ
は
注
釈
で
、
ム
ナ
ー
リ
が
か
つ
て

の
仲
間
と
個
人
的
な
友
情
と
絆
を
保
っ
て
い
た
た
め
と
し
て
い
る
が

（
３
３
）

、
そ
の
出
典
が
ト
レ
ン

ト
・
ロ
ヴ
ェ
レ
ー
ト
近
現
代
美
術
館
の
「
ク
ラ
ー
リ
文
庫
」
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
は
興

味
深
い
。
コ
リ
ッ
ツ
ィ
の
博
士
論
文
の
第
二
章
の
タ
イ
ト
ル
が
、
ム
ナ
ー
リ
の
ク
ラ
ー
リ
へ
の

手
紙
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
ク
ラ
ー
リ
は
実
質
的
に
未
来
派
の
運
動

体
が
消
滅
し
た
大
戦
後
も
、
な
お
熱
狂
的
に
そ
の
継
承
者
を
自
認
し
続
け
た
人
物
で
あ
っ
た
。

彼
は
晩
年
の
回
想
的
画
文
集
で
、
一
九
八
〇
年
代
に
、
ム
ナ
ー
リ
が
ラ
ジ
オ
で
未
来
派
の
自
身

の
過
去
に
つ
い
て
否
定
的
な
発
言
を
し
て
い
る
の
を
聞
い
て
不
快
に
思
っ
た
由
を
記
し
て

い
る
が

（
３
４
）

、「
ク
ラ
ー
リ
文
庫
」
の
中
に
は
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
に
送
ら
れ
た
ム
ナ
ー
リ
か
ら

の
挨
拶
状
が
何
通
か
残
っ
て
い
る
。「
未
来
派
の
仲
間
に
と
っ
て
の
ム
ナ
ー
リ
」
と
合
わ
せ
て
、

「
ム
ナ
ー
リ
に
と
っ
て
の
未
来
派
」
の
意
識
に
つ
い
て
の
考
察
を
進
め
る
こ
と
で
、
ム
ナ
ー
リ

と
い
う
芸
術
家
の
像
は
さ
ら
に
豊
か
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

  

 

注 

（
１
）
板
橋
区
立
美
術
館
編
『
生
誕
一
〇
〇
周
年
記
念 

ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
展 

あ
の
手 

こ
の
手
』（
二
〇
〇
七
年
、
朝
日
新
聞
社
）。 

（
２
）『
芸
術
新
潮
』（「
特
集 

役
に
立
た
な
い
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
入
門
」、
二
〇
〇
八
年 

一
月
号
）。 

（
３
）
イ
タ
リ
ア
で
は
ラ
テ
ル
ツ
ァ
出
版
か
ら
発
売
さ
れ
、
い
ず
れ
も
現
在
ま
で
版
を
重
ね
て 

い
る
ム
ナ
ー
リ
の
理
論
書
の
う
ち
、
日
本
で
は
近
年
ま
で
『
芸
術
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
』 

（
小
山
清
男
訳
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
、
一
九
七
三
年
／A

rte co
m

e m
estiere, 1

9
6
6

）
が
訳 

出
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
六
年
か
ら
〇
八
年
に
か
け
て
み
す
ず
書
房
か 

ら
出
版
さ
れ
た
一
連
の
翻
訳
は
、
そ
れ
に
『
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』（F

a
n
tasia

, 1
9
7
7

）、『
デ 

ザ
イ
ン
と
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』、（D

esig
n
 
e 

co
m

u
n
ica

zio
n
e 

 
visiva

: co
n
trib

u
to

 a
 u

na
 m

eto
d
o
lo

g
ia

 d
id

a
ttica, 1

9
6
8

）、『
モ
ノ
か
ら
モ
ノ
が
生
ま
れ 

る
』（D

a
 co

sa
 n

a
sce co

sa
: a

p
p
u
nti p

er u
n
a
 m

eto
d
o
lo

g
ia

 p
ro

g
ettu

a
le, 1

9
8
1

）、『
芸 

術
家
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
』（A

rtista
 e d

esig
n
er, 1

9
6
8

）
の
四
冊
を
加
え
た
。 

（
４
）
原
著
初
版
は
、
別
々
の
時
に
別
々
の
出
版
社
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
で 

は
い
ず
れ
も
コ
ッ
ラ
イ
ー
ニ
出
版
の
カ
タ
ロ
グ
に
入
っ
て
い
る
。『
ム
ナ
ー
リ
の
こ
と 

ば
』（
二
〇
〇
九
年
／V

erb
a
le 

S
critto

, 1
st., 1

9
9
2

）、『
正
方
形
』（
二
〇
一
一
年
／Il 

q
u
a
d
ra

to
, 1

st., 1
9
6
0

）、『
円
形
』（
二
〇
一
一
年
／Il cerch

io
, 1

st., 1
9
64

）、『
三
角
形
』、 

二
〇
一
一
年
／Il tria

n
g
o
lo

, 1
st., 1

9
7
6

）。
こ
の
う
ち
『
正
方
形
』
と
『
円
形
』
は
、 

美
術
出
版
社
よ
り
一
九
七
一
年
に
日
本
語
版
が
出
た
も
の
（『
正
方
形―

そ
の
発
見 

展
開
』『
円―

そ
の
発
見
と
展
開
』、
上
松
正
直
訳
）
の
新
訳
で
あ
る
。 

（
５
）
原
著
はL

e m
a
cch

in
e d

i M
u
n
a
ri, T

o
rin

o
: E

in
au

d
i, 1

st., 1
9
4
2
. 

旧
訳
『
ナ
ン
セ
ン
ス
の 
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機
械
』（
窪
田
富
男
訳
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
九
年
）
は
、
一
九
七
四
年
の
再
刊
版
を 

底
本
と
し
て
、
右
綴
じ
・
縦
書
き
と
い
う
日
本
の
書
籍
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
も
合
わ
せ 

て
い
る
。
対
し
て
新
訳
『
ム
ナ
ー
リ
の
機
械
』（
中
山
エ
ツ
子
訳
、
河
出
書
房
新
社
、 

二
〇
〇
九
年
）
は
、
可
能
な
限
り
原
著
初
版
に
忠
実
に
同
じ
サ
イ
ズ
と
様
式
で
、
文
字 

の
部
分
だ
け
を
日
本
語
に
置
き
換
え
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。 

（
６
）
ム
ナ
ー
リ
が
一
九
四
五
年
に
モ
ン
ダ
ド
ー
リ
出
版
で
計
画
し
た
一
〇
冊
の
絵
本
の
う
ち 

原
稿
が
現
存
し
て
い
る
九
冊
（
七
冊
は
同
年
に
、
二
冊
は
一
九
九
〇
年
代
に
出
版
）
の 

仕
掛
け
絵
本
は
、
現
在
で
は
コ
ッ
ラ
イ
ー
ニ
出
版
か
ら
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も 

こ
の
九
冊
は
、
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
二
年
に
か
け
て
、
フ
レ
ー
ベ
ル
館
よ
り
「
ブ 

ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
の
一
九
四
五
シ
リ
ー
ズ
」
と
題
し
て
出
版
さ
れ
た
（
谷
川
俊
太
郎 

訳
）。
こ
の
う
ち
『
ど
う
ぶ
つ
う
り
ま
す
』（Il ven

d
ito

re d
i a

n
im

a
li

）、『
た
ん
じ
ょ
う 

び
の
お
く
り
も
の
』（L

'u
o
m

o d
el ca

m
io

n

）、『
や
に
な
っ
た
』（M

a
i co

n
ten

ti

）
の
三 

冊
は
、
一
九
八
二
年
に
大
日
本
絵
画
よ
り
日
本
語
版
が
出
た
も
の
（『
ど
う
ぶ
つ
は
い 

か
が
？
』『
た
ん
じ
ょ
う
び
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
』『
ぞ
う
の
ね
が
い
』、
で
ん
で
ん
む
し
訳
） 

の
新
訳
で
あ
る
。 

（
７
）
た
と
え
ば
、
窪
田
に
よ
るL

e M
a
cch

in
e d

i M
u
n
a
li

の
旧
訳
の
訳
者
解
説
に
お
い
て
は
、 

第
二
次
世
界
大
戦
の
混
乱
の
最
中
に
あ
っ
た
初
版
出
版
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
状
況
に
触 

れ
、「
こ
の
よ
う
な
時
期
に
ど
う
し
て
本
書
の
よ
う
な
〈
の
ん
き
〉
な
本
が
出
版
可
能
で 

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
の
疑
問
に
つ
い
て
書
き
記
し
て
い
る 

（
窪
田
訳
前
掲
著
、
七
二
頁
）。
一
方
で
、
中
山
に
よ
る
新
訳
に
は
こ
う
し
た
解
説
自
体 

が
存
在
し
な
い
。 

（
８
）
日
本
の
ム
ナ
ー
リ
評
価
を
決
定
づ
け
た
一
九
八
五
年
の
展
覧
会
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も 

の
城
造
形
事
業
部
編
『
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
展
』（
こ
ど
も
の
城
、
一
九
八
五
年
） 

を
参
照
。
最
近
の
岩
崎
に
よ
る
初
期
ム
ナ
ー
リ
へ
の
言
及
と
し
て
は
、
ヴ
ァ
ン
ジ
彫
刻 

美
術
館
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
一
文
が
あ
る
。
岩
崎
清
「
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
の
造 

形
思
考
の
案
内
書―

『
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』」、
森
啓
輔
・
森
陽
子
編
『
ブ
ル
ー
ノ
・
ム 

ナ
ー
リ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア 

想
像
力
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
』（
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
、
二
〇 

一
三
年
）、
一
六―

二
三
頁
。 

（
９
）A

rtu
ro

 
C

arlo
 
Q

u
in

tav
alle 

(a 
cu

ra 
d
i), 

B
ru

n
o
 
M

u
n
a
ri, 

M
ilan

o
: 

F
ertlin

elli,1
9
7
9
; 

 

 
 
 

 
M

arco
 M

en
egu

zzo
 (a cura d

i), B
ru

n
o
 M

u
n
a
ri: o

p
ere 1

9
3
0-1

9
8
6
, M

ilan
o
: E

lecta, 
 

1
9
8
6
; A

ld
o
 T

an
ch

is, B
ru

n
o
 M

u
n
ari, M

ilan
o
: Id

ea B
o
o
k
s, 1

9
8
6
. 

（
１０
）B

ep
p
e F

in
essi, S

u
 M

u
n
a
ri: 1

0
4
 testim

o
n
ia

n
ze

＋1
5
2 in

ed
iti d

i B
ru

n
o
 M

u
n
a
ri, 

 

M
ilan

o
: A

b
itare S

eg
esta, 1

9
9
9
. 

（
１１
）L

u
ig

i D
i C

o
rato

, “B
ru

n
o
 M

u
n
ari illu

strato
re e g

rafico
 fu

tu
rista: 1

9
2
7
-1

9
3
3
”, in

  

C
ecilia D

e C
arli e F

ran
cesco

 T
ed

esch
i, Il p

resen
te si fa

 sto
ria

: S
critti in

 o
n
o
re d

i 

 
L

u
cia

n
o
 
C

a
ra

m
el, 

M
ilan

o
: 

V
ita 

e 
P

en
siero

, 
2
0
0
9
, 

p
p
.2

0
9
-2

2
6
; 

P
ierp

ao
lo

  

 
A

n
to

n
ello

, “B
ey

o
n
d
 F

u
tu

rism
: B

ru
n
o
 M

u
n
ari’s U

seless M
ach

in
es”, in

 G
ü
n
ter  

 
B

erg
h
au

s (ed
.), F

u
tu

rism
 a

n
d
 th

e tech
n
o
lo

g
ica

l im
a
g
in

a
tio

n
, A

m
sterd

am
-N

ew
 
 

Y
o
rk

: R
o
d
o
p
i, 2

0
0
9
, pp

.3
1
5
-33

6
. 

（
１２
）M

ilo
slav

a H
ajek

 an
d
 L

u
ca Z

affaran
o
 (a cu

ra d
i), B

ru
n
o
 M

u
n
ari: th

e fu
tu

rist p
a
st, 

 
M

ilan
o
: S

ilv
an

a E
d
ito

re, 2
0
1
2
. 

（
１３
）h

ttp
://w

w
w

.m
u
n
art.o

rg

（
二
〇
一
五
年
二
月
二
七
日
閲
覧
）。 

（
１４
）A

lessan
d
ro

 C
o
lizzi, B

ru
n
o
 M

u
n
a
ri a

n
d
 th

e in
ven

tio
n
 o

f m
o
dern

 g
ra

p
h
ic d

esig
n
 in

 

Ita
ly, 

1
9
2
8
-1

9
4
5
, 

P
h
.D

.T
h
esis, 

R
eid

en
 
U

n
iv

ersity, 
2
0
11

. 

閲
覧
に
際
し
て
は
、 
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h
ttp

s://o
p
en

access.leid
en

u
n
iv.n

l/h
an

d
le/1

8
8
7
/1

7
6
4
7

か
ら
各
章
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ 

ル
へ
移
動
す
る
こ
と
が
出
来
る
（
二
〇
一
五
年
二
月
二
七
日
閲
覧
）。 

（
１５
）
ク
ラ
ー
リ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ト
ゥ
リ
オ
・
ク
ラ
ー
リ
の
芸
術
：
フ
ァ
シ
ズ
ム
期 

の
未
来
派
運
動
」、『
日
伊
文
化
研
究
』
第
五
一
号
、
二
〇
一
三
年
、
六
七
―
八
二
頁 

を
参
照
。 

（
１６
）
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
マ
ッ
フ
ェ
イ
（
森
泉
文
美
訳
）「
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
あ
る
い
は
オ 

ブ
ジ
ェ
と
し
て
の
本
の
解
体
」、
板
橋
区
立
美
術
館
編
前
掲
書
、
一
六
二
―
一
六
九
頁
。 

同
『
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
の
本
た
ち
』（
瀧
下
哉
代
訳
、
Ｂ
Ｎ
Ｎ
新
社
、
二
〇
一
〇 

年
／G

io
rg

io
 M

affei, M
u
n
a
ri i lib

ri, 1
9
2
9
-1

99
9
, M

an
to

v
a: C

o
rrain

i, N
u
o
v
a ed

.,  

2
0
0
8

）。
雑
誌
に
つ
い
て
は
板
橋
区
立
美
術
館
編
前
掲
書
、
二
六
―
三
一
頁
。 

（
１７
）
特
にC

o
lizzi, o

p
.cit., ch

ap
.3

, p
p
.8

1-9
4

の
部
分
を
参
照
。 

（
１８
）B

ru
n
o
 M

u
n
ari, “G

rafica ed
ito

riale fra le d
u
e g

u
erre”, in

 E
d
ito

ria
 e cu

ltu
ra

 a
 
 

M
ila

n
o
 tra

 le d
u
e g

u
erre (1

9
2
0
-1

9
4
0
), M

ila
n
o
 1

9
-2

0
-2

1
 feb

b
ra

io 1
9
8
1
: a

tti d
el  

co
n
veg

n
o
, M

ilan
o
: F

o
n
d
azio

n
e A

rn
o
ld

o
 e A

lb
erto

 M
on

d
ad

o
ri, 1

9
83

, p
p
.16

3
-1

6
5. 

（
１９
）C

o
lizzi, o

p
.cit., ch

ap
.2

, p
p
.31-3

2
. 

（
２０
）
東
京
都
庭
園
美
術
館
ほ
か
編
『
デ
ペ
ロ
の
未
来
派
芸
術
展
』（
読
売
新
聞
社
、
美
術
館 

連
絡
協
議
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。 

（
２１
）C

o
lizzi, o

p
.cit., ch

ap
.2

, p
p
.34, 5

3
. 

（
２２
）C

o
lizzi, o

p
.cit., ch

ap
.3

, p
p
.59-6

3
. 

（
２３
）
ド
ー
ン
・
エ
イ
ズ
『
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ 

操
作
と
創
造
』（
岩
本
憲
児
訳
、
フ
ィ 

ル
ム
ア
ー
ト
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
三
章
、
一
一
四
―
一
二
三
頁
。 

（
２４
）
未
来
派
と
写
真
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
と
し
て
は
、G

io
v
an

ni L
ista, F

u
tu

rism
o
 e 

 

fo
to

g
ra

fia
, M

ilan
o
: S

k
ira, 2

0
0
2

が
詳
し
い
。
ま
た
タ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
タ 

ー
ト
と
Ｆ
．
Ｔ
．
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ―

「
第
二
未
来
派
」
の
活
動
に
つ
い
て
の
考
察
」 

（
鹿
島
美
術
財
団
年
報
第
二
五
号
、
二
〇
〇
七
年
、
一
二
八
―
一
三
八
頁
）
を
参
照
。 

（
２５
）C

o
lizzi, o

p
.cit., ch

ap
.3

, p
p
.97-1

2
2
. 

（
２６
）C

o
lizzi, o

p
.cit., ch

ap
.4

, p
p
.12

7
-1

2
8
, 1

3
3
-1

3
6

な
ど
で
、
中
心
的
に
議
論
さ
れ
て
い 

る
。 

（
２７
）C

o
lizzi, o

p
.cit., ch

ap
.4

, p
.1

28. 

（
２８
）M

arla S
to

n
e, T

h
e p

a
tro

n
 sta

te: cu
ltu

re a
n
d
 p

o
litics in

 fa
scist Ita

ly, P
rin

ceto
n
, N

ew
  

Jersey
: P

rin
ceto

n
 U

n
iv

ersity
 P

ress, 1
9
9
8
; M

o
n
ica C

io
li, Il fa

scism
o
 e la

 ‘su
a
’ 

a
rte: d

o
tto

rin
a
 e istitu

zio
n
i tra

 fu
tu

rism
o
 e N

o
vecen

to
, F

iren
ze: O

lsch
k
i, 2

0
11

. 

（
２９
）C

o
lizzi, o

p
.cit., ch

ap
.3

, p
p
.120

-1
2
2
, ch

ap
.5

, p
p
. 2

00-2
0
2
. 

（
３０
）B

ru
n
o
 M

u
n
ari (et. al.), “M

an
ifesto

 tecn
ico

 d
ella aero

p
lastica fu

tu
rista” in

 L
u
cian

o
  

C
aru

so
 (a cu

ra d
i), M

a
n
ifesti p

ro
cla

m
i, in

terven
ti e d

o
cu

m
en

ti teo
rici d

el fu
tu

rism
o
, 

 

1
9
0
9
-1

94
4
, F

iren
ze: S

P
E

S
, 1

9
8
0
, n

.2
7
5
.  

（
３１
）
レ
ジ
ー
ナ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
九
三
〇
年
代
の
『
第
二
未
来
派
』
と
レ
ジ
ー
ナ
」 

（
千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
二
一
三
号
、
四
五
― 

五
三
頁
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。  

（
３２
）C

o
lizzi, o

p
.cit., ch

ap
.2

, p
p
.43-4

5
.  

（
３３
）C

o
lizzi, o

p
.cit., ch

ap
.2

, p
.5

2
. 

（
３４
）Tu

llio
 C

rali, F
u
tu

risti in
 lin

ea
, R

o
v
ereto

: M
u
seo

 d
’A

rte M
o
d
erna e C

o
n
tem

p
o
ran

ea  

d
i T

ren
to

 e R
o
v
ereto

, 1
9
9
4
, p

p
.8

4
-8

5
. 
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〔
付
記
〕 

本
稿
は
、
平
成
二
六
年
度
科
学
研
究
費
助
成
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
、
お
よ
び
若
手
研

究
〔
Ｂ
〕）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

 

 

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）  


